
４
月
14
日
、
日
本
共
産
党
市
議

団
は
岩
谷
市
長
に
対
し
て
「
水
道
・

下
水
道
料
金
を
引
き
上
げ
な
い
こ

と
を
求
め
る
要
望
書
」
を
市
長
に

手
渡
し
、
懇
談
し
ま
し
た
。

市
で
は
現
在
「
水
道
事
業
計
画
」

と
「
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
の

見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

水
道
・
下
水
道
と
も
に
老
朽
管

の
更
新
、
施
設
、
設
備
の
耐
震
化

の
経
費
に
加
え
、
物
価
高
騰
等
の

影
響
で
維
持
管
理
費
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
埼
玉
県
が
令

和
７
年
４
月
か
ら
下
水
道
維
持
管

理
費
負
担
金
を
１
立
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
43
円
引
き
上
げ
、
令
和
８

年
に
は
県
水
を
１
立
方
メ
ー
ト
ル

あ
た
り
74
・
74
円
引
き
上
げ
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
「
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
尽

く
し
、
料
金
値
上
げ
を
お
こ
な
わ

な
い
」
事
を
求
め
ま
し
た
。

岩
谷
市
長
は
「
水
は
生
き
て
い

く
う
え
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
。
市
が
徴
収
す
る
料
金
の
中
で

も
水
道
料
金
見
直
し
は
特
に
慎
重

を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

当
日
の
懇
談
に
は
上
下
水
道
部

長
と
担
当
職
員
が
同
席
し
ま
し
た
。

党
市
議
団
の
今
尾
や
す
の
り
議
員

は
所
要
の
た
め
欠
席
し
ま
し
た
。
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水
道
・
下
水
道
料
金
を

引
き
上
げ
な
い
こ
と
を
市
長
に
要
望

水
道
料
金
見
直
し
は

特
に
慎
重
を
期
し
た
い

水道・下水道料金を引き上げない

ことを求める要望書

春日部市においては、今年、水道・下水道事業につい

て料金改定を含めた事業計画を見直すことになっていま

す。

耐震化を含めた老朽化対策が急がれる中、県水の値上

げや下水道分担金の値上げがおこなわれ、市民からは

「水道や下水道も料金が上がってしまうのでは…」と不

安の声が上がっています。

市民生活は食料品やガソリン、電気などの値上が止ま

らず、かつてないほどの厳しい状況となっています。春

日部では、昨年、介護保険料が値上げになったのに続き、

今年度は国保税の大幅値上げとなります。これ以上の市

民負担増は何としても避けなければなりません。

水道下水道事業計画の見直しにあたっては、あらゆる

手立てを尽くし、料金値上げは何としてもおこなわない

ことを要望します。

２
０
２
５
年
５
月
４
日
付
け
は
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
が
合
併
号
の
た
め
「
新
春
日
部
」
も
休
刊
し
ま
す



４
月
16
日
（
水
）
日
本
共

産
党
市
議
団
は
、
「
ハ
ル
カ

イ
ト
（
大
凧
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
）
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

ハ
ル
カ
イ
ト
は
、
令
和
６

年
８
月
「
地
域
の
交
流
と
文

化
・
歴
史
の
発
信
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
旧
宝
珠
花
小
学
校

跡
地
に
開
設
し
ま
し
た
。

北
公
民
館
が
閉
鎖
さ
れ
大

凧
会
館
が
無
く
な
り
、
地
域

の
皆
さ
ん
は
み
ん
な
が
集
ま

り
交
流
で
き
る
場
を
切
望
し

て
い
ま
し
た
。
市
と
の
話
し

合
い
を
重
ね
、
大
凧
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
願
い
が

実
現
し
ま
し
た
。

主
な
施
設
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
交
流
等
を
行
う
会
議

室
、
交
流
室
、
多
目
的
ホ
ー

ル
、
大
凧
の
文
化
や
宝
珠
花

地
域
の
歴
史
等
を
展
示
す
る

大
凧
文
化
展
示
室
、
歴
史
展

示
室
、
国
指
定
と
な
っ
た
神

明
貝
塚
発
信
の
た
め
の
展
示

が
あ
る
宝
珠
花
サ
ロ
ン
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

宝
珠
花
地
域
が
誇
る
「
大

凧
あ
げ
祭
り
」
の
文
化
を
継

承
す
る
た
め
に
、
大
凧
文
化

展
示
室
に
は
、
大
凧
と
同
じ

大
き
さ
で
縦
15
ｍ
横
11
ｍ
の

大
凧
が
床
に
描
か
れ
、
大
凧

の
大
き
さ
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
大
凧
上
げ
祭

り
の
様
子
を
伝
え
る
映
像
や

凧
の
作
り
方
な
ど
の
展
示
や

説
明
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
大
凧
文
化
保
存
会
の

皆

さ

ん
の

協

力

を

得

て

、

「
凧
作
り
教
室
」
な
ど
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

宝
珠
花
地
域
は
国
指
定
と

な
っ
た
神
明
貝
塚
を
代
表
と

し
て
史
跡
も
多
い
場
所
で
す
。

歴
史
展
示
室
に
は
、
地
域

の
文
化
や
歴
史
の
あ
る
宝
珠

花
小
学
校
の
様
子
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

宝
珠
花
サ
ロ
ン
に
は
、
神

明
貝
塚
の
ジ
オ
ラ
マ
や
地
域

の
文
化
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

宝
珠
花
地
域
出
身
の
小
説
家

三
上
於
菟
吉
の
資
料
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

神
明
貝
塚
は
、
土
地
の
公

有
化
に
取
り
組
み
、
整
備
基

本
計
画
に
基
づ
き
今
後
も
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
現

在
学
芸
員
が
中
心
と
な
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
や
土
器

づ
く
り
教
室
な
ど
を
行
い
機

運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ル
カ
イ
ト
が
、
今
後
は

観
光
面
で
も
活
性
化
し
、
庄

和
北
部
地
域
の
拠
点
と
な
っ

て
い
く
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

２０２５年 ４月 ２７日（日） 日本共産党発行 週刊 第２５６６号

休
日
の
当
番
医

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

4/ 27(日)（内科系）脳神経外科・内科もてぎ医院 中央8-8-9 ℡737-5151,（小児科系）
ファミリークリニックまの 千間1-59-5 ℡736-5155 (外科系）わかば耳鼻咽喉
科クリニック 中央1-11-4 ℡763-0908

5/ 4(日)（内科系）粕壁東クリニック 粕壁東1-7-17 ℡812-7000（小児科系）久野医院

六軒町204 ℡737-1234（外科系）渡辺クリニック上蛭田128 ℡754-3666

大
凧
文
化
の
継
承
の
た
め

に
凧
作
り
等
を
開
催

ハ
ル
カ
イ
ト
（
大
凧
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
）

を
視
察

～
地
域
の
交
流
と
文
化
・
歴
史
の
発
信
を
～

地
域
住
民
の
願
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
場
が
実
現

大凧文化展示室にて

国
指
定
の
神
明
貝
塚
を

含
め
、
歴
史
を
継
承


